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　５月１５日（水）・１６日（木）の２日間にわたって、５年生が水郷小見川青少年自然の家で宿泊

学習を行いました。１日目は天候に恵まれ、予定どおりカレー作りやカヌー体験、キャンプファイ

ヤーを行うことができました。２日目は雨天になってしまったため、予定していたウォークラリー

はできませんでしたが、室内でレクをしたり、グループワークトレーニングをしたりして楽しみま

した。この２日間の体験を通して、学級の絆が一層深まったことでしょう。

カレー作り カヌー体験 夕食はビュッフェスタイル キャンプファイヤー

 

 

　東京ディズニーシー新テーマパーク「ファン

タジースプリングス」プレビューに応募したと

ころ見事当選し、本校の６年生が招待されまし

た。まるで夢のような体験に子どもたちは大喜

びでした。

本校ホームペ
ージの ニュー
ス（５月２１日
更新）に詳しい
様子を掲載し
ていますので
ご覧ください。

 

 

　本校の校歌は、明治４３年に制定されました。作詞は、佐佐木 信綱 氏、作曲は岡野 貞一 氏で

す。信綱 氏は、明治５年に今の三重県鈴鹿市に生まれました。家は代々医者、学者で、信綱 氏満

４歳の時、万葉集、古今集の名歌を暗唱し、１２歳で東京大学文学部古典科に入学、１６歳で卒業

した天才歌人です。『夏は来ぬ』や『すずめ』など、唱歌の名作も生み出しています。また、国文学

者としての実績も豊富で、特に『万葉集』の研究で有名であり、文学博士の肩書も持っていました。

昭和１２年には、日本画家の横山 大観  氏らとともに第１回文化勲章を受賞しています。

　佐佐木 信綱 氏が本校の校歌を作詞したのは、信綱 氏が３８歳の時です。すでに歌人・国文学者

として有名だった信綱 氏に本校の校歌を作詞してもらえた経緯ははっきりわかりませんが、寺田本

家２０代当主で、本校の学務委員をされていた寺田 憲 氏が、当時活躍していた歌人とお付き合い

 があったおかげだと思われます。　

  このような立派な歌人・国文学者に作詞をしていただいた校歌は、本校の宝です。また、作曲者

の岡野 貞一 氏も、とても有名な音楽家です。岡野 貞一 氏については、次回紹介します。

 

 

　５月３１日（金）に、４年生が幕張にある「仕

事体験テーマパーク カンドゥー」へ校外学習に

行ってきました。カンドゥーではたくさんの仕

事体験ができ、子どもたちは、目を輝かせて興

 味のある仕事にチャレンジしていました。

カフェ店長アイスクリームメーカー


